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収穫の秋！食欲の秋！
おいしくいただきまーす 



ソバの品質管理と
収量の向上を徹底したい

羽後町　　　　　　　　　　　　
農業生産法人　株式会社そば研　

藤原　洋介 さん

　
羽
後
町
西
馬
音
内
地
区
の
「
冷
や

が
け
そ
ば
」
は
季
節
を
問
わ
ず
食
さ

れ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
原
料
と
な

る
ソ
バ
を
３
２
４
・
７
㌶
栽
培
す
る

同
町
大
戸
の
農
業
生
産
法
人
株
式
会

社
そ
ば
研
。
自
社
で
生
産
・
加
工
・

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
で
忙

し
い
中
、
藤
原
洋
介
代
表
取
締
役

（
43
）か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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　西馬音内そばが大好物な仲良しの
２人。
　百姓そば屋「彦三」で撮影し、お
いしくいただきました。

伊藤　一
いっ
晟
せい

くん（6）	 右

湊　　ゆづきさん（6）	 左

<羽後町の伊藤さん、湊さんご家族>

表紙表紙のの紹介紹介

◆ 
栽
培
し
て
い
る
品
種
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　
「
夏
吉
」
「
階は
し
か
み上
早わ

せ生
」
「
に
じ

ゆ
た
か
」
で
、
夏
吉
が
全
体
の
７
割

を
占
め
ま
す
。
７
月
上
旬
か
ら
８
月

下
旬
ま
で
収
穫
す
る
「
夏
そ
ば
」
と

９
月
下
旬
ま
で
収
穫
す
る
「
秋
そ
ば
」

を
手
が
け
、
関
東
を
中
心
に
全
国
各

地
に
出
荷
。
地
元
の
そ
ば
屋
「
彦ひ
こ
さ三
」

に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
収

穫
量
は
60
㌧
で
し
た
が
、
今
年
は
平

年
作
の
80
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◆ 

栽
培
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

　
ソ
バ
は
湿
害
に
弱
い
た
め
、
令
和

元
年
か
ら
５
年
ま
で
農
研
機
構
の
湿

害
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。
排
水
対
策
が
重
要
だ
と
分
か

り
、
圃
場
ご
と
に
水
は
け
の
状
態
を

デ
ー
タ
収
集
し
、
暗
渠
を
設
置
す
る

な
ど
徹
底
管
理
す
る
こ
と
で
、
品
質

向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

◆
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
農
地
を
耕
作
放
棄
地
に
す
る
の
で

は
な
く
、
農
地
と
し
て
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
団
地
化
を
進
め
、
管
理
し
や
す

い
環
境
の
整
備
や
消
費
者
に
「
お
い

し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
ソ
バ
作

り
を
目
指
し
た
い
で
す
。

◆ 

栽
培
で
一
番
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

　
収
量
の
向
上
で
す
。
県
平
均
で
10

㌃
当
た
り
45
㌔
に
対
し
て
羽
後
町
は

25
㌔
と
少
な
い
で
す
。
要
因
は
水
は

け
が
良
く
な
い
土
壌
で
、
山
間
地
の

圃
場
が
多
い
こ
と
で
す
。
今
年
は
湿

害
対
策
を
徹
底
し
、
播
種
の
時
期
も

調
整
。
４
月
下
旬
に
夏
そ
ば
を
全
面

積
の
７
割
播
種
し
た
こ
と
で
、
収
量

増
を
目
指
し
ま
し
た
。

湿
害
対
策
と
肥
料
を
適
切
に
与
え
る
こ
と
で
収
量

増
に
結
び
付
き
ま
す

収
穫
後
は
、
す
ぐ
に
風
を
通
さ
な
い
と
蒸
れ
、
香

り
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
品
質
の
良
し
悪
し

は
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
決
ま
り
ま
す

百姓そば屋  彦三
丸住所：
　雄勝郡羽後町西馬音内字中町51
丸TEL：
　０１８３－６２－１５２０
丸営業時間：
　午前11時30分～午後２時
丸定休日：火・水曜日

3



　
令
和
７
年
を
保
険
期
間
と
す
る
収
入
保
険
の
加
入
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
新
規
に
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月

末
日
（
法
人
は
事
業
年
度
開
始
月
の
前
月
の
末
日
）
が
申
請
の

期
限
と
な
り
ま
す
の
で
お
近
く
の
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
今
年
も
県
内
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る

収
入
保
険
へ
の
加
入
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

収入保険

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
り
ま
し
ょ
う

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
り
ま
し
ょ
う

▲河川の氾濫で泥水が流入した大豆圃場
　　　（令和６年７月・上小阿仁村）

▲大雨で崩落した果樹園地
　（令和６年７月・由利本荘市）

　
自
然
災
害
や
価
格
低
下
の
ほ
か
、
け
が
や
病
気
で
収
穫
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
な
ど
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減

少
を
広
く
補
償
し
ま
す
。

補
償
範
囲

自然災害や病虫害、鳥獣害
などで収量が下がった

市場価格が下がった

盗難や運搬中の事故に
あった

輸出したが為替変動で
大損した

倉庫が浸水して
売り物にならない

取引先が倒産した

災害で作付不能になった けがや病気で収穫が
できない

加入申請受付中

▲土砂流入被害を受けた水稲圃場（令和６年７月・由利本荘市）
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加入を検討されている方は、下記の書類を過去４年分ご準備ください
個人の方

①確定申告書　第１表
②所得税青色申告決算書（農業所得用）
③�補助元帳（販売金額、雑収入、事業消費の内訳が
分かるもの）
④米・麦・大豆などの配当計算書（精算金）

法人の方
①法人税申告書　別表１、別表４
②損益計算書
③�補助元帳（販売金額、雑収入、事業消費の内訳が
分かるもの）
④米・麦・大豆などの配当計算書（精算金）

※青色申告実績が１年から加入できるようになりました
　（令和６年から青色申告を始めた方も加入できます）

（※）積立金は、補てん金の支払いに使わなければ、翌年に繰り越しします

◆保険料と補償額（令和７年契約から新規加入し、青色申告実績が５年以上ある場合）
○保険方式（掛捨て）80％と積立方式（掛捨てではない）10％の組み合わせ（計90％）で加入した場合

基準収入金額 保険料
（年間）

積立金（※）
（年間）

付加保険料
（年間）

加入者負担額
合計 最大補償額

300万円 3.2万円 6.7万円 1.0万円 10.9万円 243万円

500万円 5.4万円 11.2万円 1.3万円 17.9万円 405万円

1,000万円 10.8万円 22.5万円 2.2万円 35.5万円 810万円

◆令和７年契約より保険料率が変わります
◆保険料は50％、積立金は75％の国庫補助があります（上記の保険料等は補助後の金額です）
◆保険期間の収入が基準収入の9割を下回った場合に、下回った額の9割を補てんします

○保険方式（掛捨て）のみ（90％）で加入した場合

基準収入金額 保険料
（年間）

積立金
（年間）

付加保険料
（年間）

加入者負担額
合計 最大補償額

300万円 6.8万円 － 1.0万円 7.8万円 243万円

500万円 11.5万円 － 1.3万円 12.8万円 405万円

1,000万円 23.0万円 － 2.2万円 25.2万円 810万円

インターネット申請で付加保険料割引！

新規加入なら　　4,500円割引
継続加入なら　　2,200円割引 農林水産省公式

キャラクター
「しゅうほちゃん」

　農林水産省が提供する「共通申請サービス
（ｅＭＡＦＦ）」を利用して、ご自宅のパソコ
ンなどから収入保険の加入申請や保険金請求
などの手続きをすると、付加保険料が割引さ
れます。申請書類の提出や事故の発生状況を

通知する場合なども簡単な操作で利用可能で
す。
　登録手続きはNOSAIがサポートしますの
で、分からないことがありましたら、お近く
の支所へご連絡ください。

5



　
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
は
大

雪
や
強
風
に
よ
る
ハ
ウ
ス
へ
の

被
害
に
注
意
が
必
要
で
す
。
パ

イ
プ
が
サ
ビ
で
折
れ
て
い
な
い

か
、
部
品
が
正
し
く
接
合
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
、
冬
が
来
る
前

に
ハ
ウ
ス
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
対
策
を
し
て
い
て
も

事
故
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
園
芸
施
設
共
済
に

加
入
し
、
備
え
を
万
全
に
し
ま

し
ょ
う
。

天井が雪で圧迫され潰れたハウス
上：令和５年12月・男鹿市
下：令和５年12月・潟上市

◆
こ
ま
め
な
除
雪
を
心
が
け
る

　

�　
ビ
ニ
ー
ル
の
劣
化
や
ア
ー
チ
の

傾
斜
な
ど
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
は
下

に
落
ち
て
き
ま
す
。
連
棟
ハ
ウ
ス

な
ど
の
場
合
、
脇
の
雪
が
積
も
り

過
ぎ
る
と
、
落
ち
る
ス
ペ
ー
ス
が

な
く
な
り
ま
す
。
屋
根
の
雪
は
そ

の
ま
ま
留
ま
り
潰
れ
て
し
ま
う
た

め
、
事
前
の
除
雪
が
大
切
で
す
。

◆
ハ
ウ
ス
の
設
置
方
法

　

�　
設
置
条
件
や
作
業
上
の
都
合
な

ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
連
棟
ハ
ウ
ス
は
単
棟
ハ
ウ
ス

に
比
べ
て
雪
が
積
も
り
や
す
い
た

め
、
で
き
る
だ
け
連
棟
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　
�　

隣
り
合
わ
せ
に
ハ
ウ
ス
を
建
て

る
場
合
は
、
除
雪
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
除
雪

機
が
入
れ
る
広
さ
や
落
雪
が
あ
る

程
度
溜
ま
っ
て
も
大
丈
夫
な
幅
を

取
っ
て
お
く
と
安
心
で
す
。

◆
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

　

�　
雪
が
降
る
前
に
ハ
ウ
ス
中
央
の

棟
部
に
中
柱
を
立
て
る
の
が
望
ま

し
い
で
す
。
３
㍍
間
隔
で
設
置

し
、
雪
の
重
み
で
中
柱
が
地
面
に

食
い
込
ま
な
い
よ
う
、
根
元
に
板

や
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
台
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

◆
排
水
路
の
確
保

　

�　
雪
解
け
水
を
防
ぐ
た
め
に
、
排

水
路
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

 

積雪 

排水路 

中柱

積雪 積雪

園
芸
施
設
共
済

雪
害
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

雪
害
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
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〈パイプハウスの場合〉
特約❷

標準コースの補償額

特約❶

※特約を両方付加した場合
（
補
償
金
額
）

（経過年数）

（％）
100

80

40

0 10耐用年数10年間

◆小さな損害から支払い対象にする特約
　�　標準だと損害額が３万円以上（または共済価額の５％）となった場合に共済金が支払われま
すが、小損害不てん補１万円特約を付加することで、損害額が１万円を超えた場合からお支払
いできます。

小損害不てん補１万円特約

大雪被害防止に向けた積雪前・降雪以降のチェックリスト　

復旧費用特約特約①

【積雪前】 【降雪時、降雪後】

　復旧を条件に、新築時の資産価値の�
最大８割まで補償

付保割合追加特約20%特約②
　新築時の資産価値の最大２割を補償

※特約部分の掛金に国庫負担はありません

被覆資材などの取り付け金具の調整、ハウ
スバンドの緩み、破損部分の補修はできて
いますか。

冬期に使用しない場合、被覆資材などは外
していますか。

可能な限り筋交いなどの強化を行っていま
すか。

中柱は直ちに設置できる準備はできていま
すか。

暖房機の点検・動作確認はできていますか。

園芸施設共済に加入していますか。

安全な作業ができる範囲で、除雪・雪下ろ
しをしていますか。

除雪作業は複数人で行っていますか。万が
一の場合の連絡手段は整っていますか。

施設各部の損傷・緩みなどの点検をしまし
たか。

谷樋・排水路などの残雪やゴミは取り除き
ましたか。

万が一被害があった場合、施設の被害状況
の写真を撮影し、速やかにNOSAIへ連絡
しましたか。

◆築年数が経過しても補償額を上乗せできる特約◆築年数が経過しても補償額を上乗せできる特約
　�　標準コースでは、築年数の経過で補償金額は小さくなりますが、　�　標準コースでは、築年数の経過で補償金額は小さくなりますが、復旧費用特約復旧費用特約とと付保付保

割合追加特約20%割合追加特約20%を合わせて付加すると、築年数にかかわらず被覆材を除いたハウスを合わせて付加すると、築年数にかかわらず被覆材を除いたハウス
本体を、ご加入時の再建築価格（新築価格）まで補償します。本体を、ご加入時の再建築価格（新築価格）まで補償します。

充実コース 標準コースに特約を付けることで
　　　　　より手厚い補償が可能です
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避雷器

▶�

雪
の
重
み
で
倒
壊
し
た
堆
肥
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
３
年
１
月
・
横
手
市
）

▶�

雷
が
落
ち
、
火
災
事
故
が
発
生
し
た
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
５
年
８
月
・
大
仙
市
）

　
近
年
、
大
雪
の
影
響
に
よ
り
家
屋

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
屋
根

の
雪
下
ろ
し
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
命
綱
を
装
着

し
、
２
人
以
上
で
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
地
上

で
の
雪
寄
せ
は
、
屋
根
か
ら
落
ち
て

く
る
雪
に
十
分
注
意
し
て
作
業
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
落
雷
が
原
因
で
火
災
事
故

や
電
化
製
品
が
破
損
す
る
事
故
も
毎

年
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
故
防
止
だ

け
で
な
く
、
も
し
も
の
た
め
に
建
物

共
済
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆�

自
宅
で
で
き
る
雷
対
策
は
？

　
落
雷
が
近
く
で
発
生
し
て
い
る
場

合
は
、
家
電
製
品
の
プ
ラ
グ
を
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
抜
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
通
信
線

や
、
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
線
も
抜
き

ま
し
ょ
う
。
雷
が
鳴
っ
た
時
に
こ
れ

ら
す
べ
て
の
線
を
抜
く
こ
と
は
難
し

い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
避
雷
器
を
取

り
付
け
て
お
く
と
、
雷
の
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆�

屋
根
裏
に
熱
が
伝
わ
る
よ
う
に

　
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
室
温
を
１
度
上
げ
る
だ
け
で
、
雪

が
溶
け
て
屋
根
か
ら
滑
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
平
屋
は
家
全
体
に
、
２
階

建
て
以
上
の
建
物
は
、
最
上
階
に
暖

房
を
か
け
て
暖
め
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
頻
度
が
少
な
く
、
冷
え
て
し

ま
っ
て
い
る
部
屋
の
屋
根
の
雪
は
、

な
か
な
か
落
ち
に
く
い
で
す
。
各
部

屋
の
ド
ア
を
開
け
、
全
体
に
熱
が
行

き
渡
る
よ
う
に
す
る
と
屋
根
裏
全
体

が
暖
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
雪
害
対
策
は
お
早
め
に

　
毎
年
、
雪
質
に
よ
っ
て
積
も
り
方

は
違
い
ま
す
が
、
雪
の
降
り
始
め
る

前
に
、
除
雪
器
具
や
水
と
食
料
の
確

保
、
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
の
準
備
を
す
る
な
ど
、

早
め
の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

建
物
共
済
自
然
災
害
に

　 

注
意
し
ま
し
ょ
う

雪
害
注
意
喚
起

落
雷
事
故
防
止
の

ポ
イ
ン
ト
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火災共済の補償範囲

給排水設備の
事故による水漏

盗難による
き損・汚損

破裂・爆発

騒じょうに伴う暴行

物体の落下・衝突火災・落雷

建物共済に加入して備えましょう建物共済に加入して備えましょう
総合共済の補償範囲

土砂崩れ・地滑り 風害・水害・雪害等
自然災害

地震・噴火・津波

※限度額：共済金額の50%

火災共済の
補償範囲に加え

小損害実損てん補特約
◆�共済事故による損害額が30万円以
下の場合、損害共済金として実損害
額をお支払いします。
◆�建物１棟の共済金額が1,000万円以
上の契約に限り、特約を付けること
ができます。火災共済と総合共済を
同時に申し込み、共済金額の合計が
1,000万円以上の場合でも付帯でき
ます（この場合、火災共済か総合共
済のどちらかに付帯することになり
ます）。

臨時費用担保特約
◆�損害共済金が支払われる場合、追加
で損害共済金の10％、20％、30％
（加入時選択）をお支払いします
（限度額250万円）。ただし、地震
などの事故は除きます。
◆�火災などの事故で加入者が200日以
内に死亡または後遺障害を負った場
合、１人ごとに共済金額の30％を
お支払いします（限度額200万円）。

掛　金
◆火災共済：1,260円
◆総合共済：2,980円
の別途掛金が必要です。

掛　金
一般造で30％選択の場合、1,000万円当たり
◆火災共済：1,900円
◆総合共済：4,100円
の別途掛金が必要です。

特約を追加して
　　手厚い補償を！
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赤
飯
の
材
料
な
ど
に
使
わ
れ
親
し

ま
れ
て
き
た
黒
サ
サ
ゲ
「
て
ん
こ
小

豆
」
。
豆
の
色
が
濃
く
、
煮
炊
き
し
て

も
崩
れ
に
く
い
皮
の
厚
さ
が
特
徴
で

す
。
収
穫
後
の
手
間
が
か
か
り
量
産
で

き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
生
産
量
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
食
文
化
を
後

世
に
伝
承
し
よ
う
と
農
村
女
性
組
織

「
横
手
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
」

（
会
員
数
69
人
）が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
で
同
市
十
文
字
町
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
（
会
員
数
41
人
）
の
柴

田
由
美
子
会
長
（
70
）、
会
員
の
岩
村

美
津
子
さ
ん
（
69
）、
奥
山
浩
子
さ
ん

（
67
）
は
、
今
年
３
㌃
の
畑
で
、
て
ん

こ
小
豆
を
共
同
で
栽
培
し
ま
し
た
。

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
初
旬
に
直
播
き

を
行
い
、
８
月
初
旬
に
追
肥
し
、
中
旬

か
ら
10
月
に
か
け
て
収
穫
し
ま
す
。
奥

山
さ
ん
は
「
収
穫
が
早
い
と
、
粒
の
し

わ
の
原
因
に
な
る
。
手
作
業
で
少
し
ず

つ
し
か
で
き
な
い
の
が
大
変
」
と
話
し

ま
す
。

　
草
丈
は
１
㍍
ほ
ど
に
伸
び
ま
す
が
、

今
年
は
開
花
後
に
雨
が
多
く
例
年
よ
り

草
丈
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
地
面
に
つ

る
が
這
う
と
さ
や
に
泥
が
付
い
て
し
ま

う
た
め
、
支
柱
を
立
て
て
誘
引
し
、
ひ

郷土の食文化を伝承
　　　普及拡大を目指す
横手市十文字町生活研究グループ てんこ小豆Vol.15

▲�てんこ小豆の圃場で撮影（写真左から岩村さん、奥山さん、柴田会長）
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　栽培から選別まで手間がかか
り大変ですが、十文字町生活研
究グループの会員は、一緒に頑
張ってくれる心強い存在で頼り
にしています。
　会員それぞれに得意分野があ
り、知識も豊富。これまで皆さ
んの意見を取り入れてきたこと
で、活動が広がってきました。
てんこ小豆の需要は根強いの
で、新たな生産者も募集してい
ます。

横手市生活研究グループ協議会
会長　柿崎　克子�さん

特産を共に守る も
を
３
段
張
り
に
す
る
こ
と
で
、
つ
る

が
広
が
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
ま
す
。

　
収
穫
後
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
上

に
広
げ
て
数
日
間
乾
燥
さ
せ
、
さ
や
が

開
く
頃
合
い
を
待
ち
ま
す
。
さ
や
を

シ
ー
ト
で
覆
っ
た
上
を
踏
ん
だ
り
、
束

に
し
て
持
ち
、
ね
じ
っ
た
り
し
て
脱
粒

し
ま
す
。
害
虫
に
食
害
さ
れ
た
粒
や
、

小
粒
の
も
の
な
ど
を
丁
寧
に
取
り
除

き
、
張
り
の
あ
る
実
の
詰
ま
っ
た
粒
を

選
別
。
再
び
数
日
間
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
密
閉
で
き

る
容
器
に
入
れ
冷
暗
所
で
保
存
し
ま
す
。

　
同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
産
と
並
行
し

て
普
及
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
９

月
に
行
わ
れ
た
「
猩
し
ょ
う
じ
ょ
う々ま
つ
り
」
に
出

展
し
、
来
場
者
へ
赤
飯
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。
豆
の
色
の
濃
さ
か
ら
、
も
ち
米

に
も
し
っ
か
り
色
が
付
き
ま
す
。
「
炊

飯
器
で
赤
飯
が
手
軽
に
作
れ
る
こ
と
も

提
案
し
、
各
家
庭
で
も
食
文
化
を
つ
な

い
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
岩
村
さ
ん
。

　
ま
た
、
伝
統
的
な
食
材
の
継
承
を
目

指
す
「
秋
田
て
ん
こ
小
豆
伝
承
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
小
原
暢
代
表
）
に
賛
同

し
、
栽
培
に
協
力
す
る
ほ
か
、
て
ん
こ

小
豆
を
使
っ
た
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
も
行
っ
て
い
ま
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
収
穫
し
た
豆
は
シ
ー
ル
を
貼
り
、

道
の
駅
十
文
字
な
ど
で
１
０
０
㌘
３
０

０
～
３
５
０
円
ほ
ど
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

　
柴
田
会
長
は
「
昔
な
が
ら
の
食
文
化

を
協
議
会
全
員
で
伝
え
て
い
き
た
い
。

そ
れ
と
同
時
に
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

合
っ
た
形
で
、
伝
承
と
広
が
り
に
貢
献

し
た
い
」
と
張
り
切
り
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

1122

33

１～２�　青々としたさやから水分が抜け、薄く褐色し
たものから順に一本ずつもぎ取ります

３　一つのさやには12～13粒ほど入っています
４�　一般的な赤飯と違い、県南の一部地域で砂糖が
入っているのが特徴です
５�　猩々まつりの来場者へ赤飯を振る舞い、レシピも
配りました

55

4
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鹿
角
市
八
幡
平
の
「
燻
製
屋
猫
松
」

で
は
、
代
表
の
松
村
託
磨
さ
ん（
38
）、

郁
恵
さ
ん（
32
）夫
妻
が
さ
ま
ざ
ま
な

燻
製
製
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

主
力
商
品
の
「
燻い
ぶ

り
大
根
漬
け
」

と
「
燻
り
人
参
漬
け
」
は
、
同
市
花

輪
の
農
事
組
合
法
人
鏡
田
フ
ァ
ー
ミ

ン
グ
（
石
木
田
博
愛
代
表
理
事
）
の

農
作
物
を
使
用
。
松
村
さ
ん
も
播
種

か
ら
収
穫
ま
で
農
作
業
に
参
加
し
ま

す
。
ま
た
、
６
時
間
じ
っ
く
り
燻
し

た
「
燻
り
塩
」
の
原
料
は
、
男
鹿
市

船
川
港
の
「
株
式
会
社
男
鹿
工
房
」

か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。

　

燻
煙
材
に
は
桜
の
チ
ッ
プ
を
１
０

０
％
使
用
し
、
華
や
か
な
香
り
に
仕

イ
ク
ロ
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
10
品
目
ほ
ど

の
野
菜
を
手
が
け
ま
す
。

　

主
体
的
に
動
く
仕
事
が
し
た
い
と

平
成
26
年
に
脱
サ
ラ
。
市
内
の
農
業

法
人
で
研
修
を
経
て
就
農
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
「
野
菜
が
欲
し
い
」
と
連

絡
を
受
け
る
機
会
が
増
え
、
「
人
と

の
つ
な
が
り
に
う
れ
し
さ
を
感
じ
る
」

と
三
浦
さ
ん
。
「
珍
し
い
品
種
も
織

り
交
ぜ
、
購
入
す
る
人
が
楽
し
ん
で

手
に
取
っ
て
く
れ
る
商
品
を
作
り
続

け
た
い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。
鹿
角
市
内
の
道
の
駅

「
か
づ
の
」
「
お
お
ゆ
」
で
は
土
産

と
し
て
も
好
評
で
、
今
年
２
月
末
か

ら
出
荷
し
た
大
根
漬
け
と
人
参
漬
け

は
す
で
に
完
売
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
商
品
は
、
同
市
花
輪

の
「
関
小
市
商
店
」
や
、
燻
製
屋
猫

松
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。
松
村
さ
ん
は

「
ど
の
商
品
も
着
色
料
や
化
学
調
味

料
な
ど
を
入
れ
ず
、
飽
き
の
来
な
い

味
を
目
指
す
。
今
後
も
鹿
角
に
根
差

し
た
、
お
い
し
く
愛
さ
れ
る
商
品
を

製
造
し
続
け
た
い
」
と
力
を
込
め
ま

す
。

三
浦　

洋よ
う  

さ
ん

燻く
ん
せ
い製
屋や

猫ね
こ
ま
つ松　

野
菜
の
自
販
機

　
　
　

買
う
楽
し
み
提
供

じ
っ
く
り
燻
し
た

　
　
　
　

華
や
か
な
香
り

▲
��「
自
分
が
納
得
で
き
る
品
を
厳
選
し

販
売
し
て
い
る
」と
松
村
さ
ん

▲
��

ハ
ウ
ス
内
で
作
業
す
る
三
浦
さ
ん

▲
��

味
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら

自
販
機
に
入
れ
て
い
ま
す

読者
プレゼント
詳しくは14頁を
ご覧ください。

▲�左からラムレーズン、ナッツ、塩の
燻製製品

秋
田
市

鹿
角
市

　

「
新
鮮
な
野
菜
を
手
軽
に
購
入
で

き
る
場
所
を
つ
く
り
た
か
っ
た
」
と

話
す
秋
田
市
四
ツ
小
屋
の
三
浦
洋
さ

ん
（
42
）
。
今
年
４
月
、
Ｊ
Ｒ
四
ツ

小
屋
駅
前
に
24
時
間
稼
働
す
る
自
動

販
売
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
朝
収
穫

し
て
袋
詰
め
し
た
野
菜
に
、
特
徴
や

”お
す
す
め
の
食
べ
方
“を
記
載
し

貼
り
付
け
。
購
入
者
目
線
に
立
っ
た

包
装
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
１
棟
（
約
２
㌃
）
で
リ
ー

フ
レ
タ
ス
や
ヒ
ユ
ナ
な
ど
を
水
耕
栽

培
し
、
露
地
約
10
㌃
で
ト
マ
ト
や
マ
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大
仙
市
強
首
の
「
た
ろ
す
け
ガ
ー

デ
ン
ぱ
ん
」
で
は
、
購
入
し
た
パ
ン

を
店
内
で
食
べ
ら
れ
る
ほ
か
、
季
節

の
花
も
楽
し
め
ま
す
。
店
を
営
む

佐
々
木
博
文
さ
ん
（
69
）
、
月
野
さ

ん
（
65
）
夫
妻
は
、
令
和
３
年
に
自

宅
裏
の
古
民
家
で
店
を
始
め
ま
し
た
。

　

営
業
日
は
毎
週
土
・
日
曜
日
の
午

前
中
。
商
品
は
季
節
の
食
材
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
十
数
種
類
を
販
売
し

ま
す
。
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
は

１
０
０
円
で
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
が
飲

め
、
地
域
の
立
ち
寄
り
場
所
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
㌃
ほ
ど
の
畑
で
パ
ン
に
乗
せ
る

ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
栽
培

し
、
庭
で
は
柿
や
キ
ウ
イ
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
な
ど
を
手
が
け
ま
す
。
国
産

の
小
麦
粉
を
使
用
し
、
柔
ら
か
く
食

べ
や
す
い
食
感
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
自
由
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
が
も
っ
と
必
要
で
は
な
い
か
と
提

案
す
る
博
文
さ
ん
。
「
手
作
り
の
パ

ン
を
通
じ
て
、
家
庭
内
や
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
助
に
し
て

　

水
を
一
切
使
わ
ず
ミ
ニ
ト
マ
ト
１

０
０
％
で
作
る
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
が
人

気
の
、
由
利
本
荘
市
谷
地
町
の
「
Ｂ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
。
店
名
の
通

り
農
家
の
髙
原
一
馬
さ
ん
（
27
）

が
、
自
家
産
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ズ
ッ

キ
ー
ニ
な
ど
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　

髙
原
さ
ん
は
、
父
・
智
さ
ん
が
代

表
を
務
め
る
同
市
石
脇
の
髙
原
農
園

に
就
農
し
７
年
目
。
ハ
ウ
ス
11
棟
と

露
地
で
、
通
年
10
種
類
以
上
の
野
菜

を
栽
培
す
る
傍
ら
、
夢
だ
っ
た
カ

フ
ェ
を
令
和
５
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
「
規
格
外
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
も
使
用
し
た
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
は
、

も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
。
ガ
ー
デ

ン
を
見
て
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
だ
け

で
も
、
交
流
が
生
ま
れ
十
分
う
れ
し

い
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
博
文
さ
ん
は「
ガ
ー

デ
ン
の
拡
張
が
目
標
。
外
で
パ
ン
を

食
べ
な
が
ら
、
お
茶
が
飲
め
る
憩
い

の
場
に
し
て
い
き
た
い
」
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

佐
々
木
博
文 

さ
ん
・
月
野 

さ
ん

古
民
家
で
パ
ン
店

　
　
　

交
流
も
楽
し
ん
で

Ｂ
ぼ
Ｏ
Ｋ
く
Ｕ
Ｎ
の
Ｏ
Ｕう

Ｋ
か
Ａ

自
家
産
ミ
ニ
ト
マ
ト

　
　

カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
に

▲
�「
お
野
菜
足
り
て
ま
す
か
？
」と
問
い
か
け
る
髙
原
さ
ん

大
仙
市

由
利
本
荘
市

う
ま
み
が
溶
け
込
ん
で
い
る
」
と
自

信
を
見
せ
ま
す
。

　

栽
培
し
て
い
る
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
を
食
べ

た
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
直
接
見
る
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
い
と
い
う
髙
原
さ

ん
。
「
野
菜
を
摂
取
し
た
い
と
思
っ

た
ら
ぜ
ひ
来
店
し
て
ほ
し
い
」
と
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

　

営
業
日
な
ど
は
写
真
共
有
ア
プ
リ

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」（@

bokunouka

）

で
告
知
し
て
い
ま
す
。

▲�野菜のうまみが溶け込んだハヤシライス
税込み1,200円

▲
�

自
家
製
パ
ン
を
手
に
佐
々
木
さ
ん
夫
妻
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①クイズの答え
②11月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望など（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
情
報
課

85

　　てんこ小豆が、よく使われる料
理は何でしょう。（10頁参照）。正
解者の中から抽選で７人の方に、
12頁で紹介した「燻製製品の詰め
合わせ」をプレゼントします。

【応募締切】
令和６年11月８日（金）消印有効

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただ
きます。前号の答えは「江戸時代」でした。

て申告します。
　この場合の譲渡収入は下取り価格の20万円、
譲渡所得を計算する際の必要経費は未償却残高
の25万円となりますので、譲渡所得はマイナ
ス５万円となります。
　また、新たに購入したトラクターについて
は、取得価額300万円として減価償却費を計算
の上、農業所得の必要経費として青色申告決算
書または収支内訳書に記載します。
　なお、事業用資産を譲渡した場合の売却金額
は、消費税の計算をする上では課税売上（簡易
課税の場合は、第四種事業）となります。
　消費税の課税売上高を計算する際は、忘れず
に算入してください。

　詳しくは、国税相談専用ダイヤル（０５７０
－００－５９０１）にお尋ねいただくか、お近
くの税務署へご相談、お問い合わせください。
� （秋田南税務署）

　
Ｊ
Ａ
あ
き
た
白
神
に
勤
務
し
て
５
年

目
で
す
。
貯
金
窓
口
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
、
お
客
さ
ま
に
寄
り
添

う
こ
と
を
心
が
け
て
仕
事
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
職
場
は
上
司
や
先
輩
が
優

し
く
、
温
か
い
雰
囲
気
で
、
仕
事
し
や

す
い
環
境
で
す
。

　
高
校
生
の
時
、
営
農
セ
ン
タ
ー
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、
農
家
さ

ん
の
身
近
に
い
る
Ｊ
Ａ
に
魅
力
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
就
職
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ

る
両
親
に
親
孝
行
を
し
た
い
で
す
。
旅

行
に
連
れ
て
行
き
、
多
忙
な
二
人
が
少

し
で
も
く
つ
ろ
げ
る
時
間
を
つ
く
っ
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

知っトク

税の話

柴田 あゆりさん（22）
～	能代市	～

お
客
さ
ま
に
寄
り
添
う

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

農機具の下取りについて
Ｑ　私は稲作農家です。これまで減価償却資産
として使っていた古いトラクター（未償却残高
25万円）を20万円で下取りに出し、300万円
のトラクターを購入しました。
　実際の支払金額は280万円でしたが、申告の
仕方はどうなりますか。

Ａ　減価償却資産を下取りに出した場合、その
資産を下取り価格で譲渡したことになりますの
で、農業所得の計算には含めず、譲渡所得とし

　組合ホームページからも
応募できます。必要事項と、
「ご用件」欄に①答え②感
想や要望③年齢を入力の
上、送信してください。
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NOSAIへの
お問い合わせは

由 利 支 所��TEL�0184-24-3301
仙 北 支 所��TEL�0187-63-1066
横手市支所��TEL�0182-32-4150
雄 勝 支 所��TEL�0183-73-7131

本 　 　 所��TEL�018-884-5222
北 鹿 支 所��TEL�0186-23-7401
北秋田山本支所��TEL�0185-54-5540
中 央 支 所��TEL�018-865-1701

�

掲
載
号

　
令
和
７
年
５
月
～
令
和
８
年
３
月

に
発
行
す
る
計
６
回
で
掲
載
し
ま

す
。掲
載
号
の
希
望
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
撮
影
は
、
基
本
的
に
組
合
職
員
が

ご
自
宅
な
ど
に
出
向
い
て
行
い
ま
す

の
で
、
保
護
者
の
立
ち
会
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

�

募
集
要
件

　
秋
田
県
在
住
の
４
～
８
歳
（
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
）
の
お
子
さ
ま
１
人

ま
た
は
２
人

・�

同
居
し
て
い
る
父
母
（
祖
父
母
）

が
農
業
共
済
事
業
ま
た
は
収
入
保

険
に
加
入
し
て
い
る

・�

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
る

�

選
定
方
法

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
地

域
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
選

定
し
、
お
願
い
す
る
際
は
組
合
か
ら

事
前
に
連
絡
し
ま
す
。
ご
期
待
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

�

応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番
号
・
住
所
、

②
電
話
番
号
、
③
表
紙
に
応
募
す
る

お
子
さ
ま
の
名
前
と
年
齢
、
④
お
子

さ
ま
の
父
母
（
祖
父
母
）
の
名
前
と

年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
〒
０
１
０

－

０
０
０
１�

秋
田
市
中
通
３

－

４

－

50

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田　
企
画
情
報
課
」

宛
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�

応
募
締
切

　
令
和
６
年
11
月
29
日
（
金
）
消
印

有
効

　
産
業
用
無
人
航
空
機
の
購
入
費
用

に
対
す
る
補
助
金
は
、
令
和
６
年
１

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
12
月
末
日
ま

で
に
機
体
を
購
入
し
、
費
用
の
支
払

い
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
、
ド
ロ
ー

ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
資
格
に
対
す
る

補
助
金
は
、
令
和
５
年
12
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
12
月
末
日
ま
で
に
資
格

を
取
得
し
、
費
用
の
支
払
い
を
完
了

し
て
い
る
こ
と
が
交
付
の
要
件
で
す
。

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
園
芸
施
設
共
済
や
建
物
共
済
、
農

機
具
共
済
に
ご
加
入
の
物
件
に
事
故

が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
お

近
く
の
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

修
理
後
や
損
害
部
品
の
廃
棄
後
の
連

絡
で
は
損
害
を
確
認
で
き
ず
、
共
済

金
を
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

産
業
用
無
人
航
空
機
に
関
す
る
補
助
金

事
故
発
生
後
の
連
絡
は
お
早
め
に

令
和
７
年
度
に
、
組
合
広
報
紙

の
表
紙
を
飾
っ
て
く
れ
る
お
子

さ
ま
を
募
集
し
ま
す

からの
お知らせ

税務署からのお知らせ
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

vol.27
11

2024

秋田の特産品で

その15

てんこ小豆

　一般的な小豆より色
がよく出ることや、皮
がしっかりしていて割
れにくいため、赤飯に
よく使われています。

 材料 
　 てんこ小豆の甘煮50g、イチジク４個、胡麻
ペースト50g、ごま油適量

 つくり方 
①�イチジクを縦4つに切る。フライパンにご
ま油を熱してイチジクをしんなりするまで
焼く

②�①とてんこ小豆と胡麻ペーストをボウルで
サッと合わせて器に盛り付け完成

 材料 
　 てんこ小豆の甘煮100g、　てんこ小豆
の甘煮の煮汁100cc、牛乳200cc、ホイップ
50g、砕いた氷適量

 つくり方 
①�てんこ小豆をミキサーにかけペースト状に
する。煮汁も加え混ぜ合わせる
②�①と牛乳を合わせて、砕いた氷を入れたグ
ラスに注ぎホイップを浮かべ、てんこ小豆
をのせて完成

 材料 
豚ひき肉100g、タマネギ（中）１個、ピーマン
２個、トマト（大）１個、　てんこ小豆の甘煮
100g、　てんこ小豆の甘煮の煮汁100cc、
バター10g、塩５g、カレー粉15g、ご飯適量

 つくり方 
①�フライパンにバターを熱して、豚ひき肉、
みじん切りにしたタマネギを炒める。タマ
ネギがしんなりしてきたら２cm角に切った
ピーマン、トマトを加えて炒め合わせる
②�塩、カレー粉、てんこ小豆と煮汁も加え炒
め合わせる。ご飯と一緒に盛り付けて完成

 材料 
てんこ小豆200g、煮汁（水400cc、き
び砂糖150g、塩ひとつまみ）

 つくり方 
①�軽く水洗いしたてんこ小豆を鍋に入
れ、たっぷりの水を注ぎ一煮立ちした
らザルにあげる

②�鍋に①を戻し、たっぷりの水を注ぎ
一煮立ちしたら、落とし蓋をして弱火
で炊く。アクは適宜取り除く

③�水がなくなってきたら水を加え１時間
ほど炊く。軟らかくなったらザルにあ
げる

④�鍋に③と煮汁を加え15分ほど煮込み、
味がなじんだら完成

てんこ小豆と
イチジクの胡麻和え

てんこ小豆スムージー

てんこ小豆入り
キーマカレー

■10頁に関連記事

をお届け

隠家あわい
店主��冨岡�　誠�さん
　秋田の旬の食材を使った
料理を提供する小料理店
「隠家あわい」店主。「あ
きた郷土作物研究会」会員

秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251
営業時間／
　17：30～22：30
　※昼は要予約
定休日／日曜日

監
修

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

●秋田年金事務所

●

●隠家あわい

んめ！

てんこ小豆の下処理
（甘煮）

今回、下処理して甘煮にしたもの
をレシピに使用しています。

※�つくり方では、てんこ小豆の甘煮を、
てんこ小豆と表記
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